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(1) 塩化水素触媒による処理 0.15g/1塩化水素 ガス中に 試料を入れ,20℃ で3時間ぱ く
露 して触媒を材中に浸透させた後,ホルムアルデヒド処理装革に入れ,乾燥パラホルムアルデ
ヒドから発生させたホルムアルデヒド蒸気中に 95士loCで20時間ぱ く露 して反応処理をおこ
なった｡ホルムアルデヒド反応処理の操作は,すでに くわしく報告 しているので,ここでは省
略する｡
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気乾状態の 試料 (含水率 14.5-15.0%)を 5-10℃ で14日間浸潰 して触媒を 吸収 させたの
ち,充分風乾した｡ しかして(1)および(2)とまった く同一方法および条件で.,+,ノレムアルデヒド処
理をおこなった｡
これ らの試料は吸湿性,膨潤性などの測定をするために, 吸水,乾燥を くりかえしておこな
ったので,触媒はほとんど溶脱 しているものと推定する｡
これ らの材はワタグサ レクケをもちいて Agal･block法による強制腐朽試験をおこなった｡
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ではほとんど材 の 重量減少を 生 じな
い｡ マカンパは一般に弱耐朽性である




と クー トルエンスルホン酸>塩化 水素






























第2表の結果が示めすように, ホルムアルデヒド処理後の 試料の重量増加は, バルサ1.3





α) From dryingstateat60oC,for10daystodesicatein90% R.H.at25oC,for10days.
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つぎにワタグサ レクケとヒイロクケをもちいて処理材の強制腐朽試験を おこなった (28oC,
75日間)｡腐朽度はクテ圧縮強さと材の残存重量率の両方をもちいて比較判定した (第3表)｡
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Ⅲ ホルムアノしデヒド処理インシュレーションボー ドの D.S.と耐朽性
days

































































1) AsshowninTab.1andFig.1,the belongsto moredurablegroupsfor
fungalattack,compared withthatofbrich.However.whentreatedwithform-
aldehydevaporin the presenceofavariouscatalysts,thesamebehaviorisnot
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therangeofthisexperiment.





3) Hydrogen chloride-formaldehydetreated insulating boardsshowedgood
resultsinhygroscopicityanddecayresistance(Fig.3andTab.4).
4) Themechanism oftheimprovementofdecayresistanceseemstodepend
onthebasisoftheinnabilityofcelulaseenzymesectretedbywoodrottingfungi
todecomposethewoodelement.
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